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第３次鶴ヶ島市地域福祉計画 

鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

策定に関するこども意識調査報告書 
 

鶴ヶ島市及び鶴ヶ島市社会福祉協議会では、市内小学校５年生と中学校２年

生を対象に子ども達が福祉について考えるきっかけをつくり、子どもならでは

の新しい発想を計画に盛り込み、鶴ヶ島市の未来像（めざすまちの姿）を明らか

にすることを目的としてこども意識調査を実施しました。 

この回答結果を、分析を含めてここに報告します。 

 

 

【調査概要】 

（１）調査の対象：小学校 5年生 528人、中学校 2年生 541人 

（２）回 答 総 数：1,069件 

（３）調 査 の 実 施 時 期：令和 2年 11月 30日（月）～12 月 25日（金） 

（４）調 査 方 法：先生がクラスで配付し、その場で回答後、回収 

（５）設 問 数：6問 

 

【調査結果の見方】 

〇統計処理上、小数第二位以下四捨五入していますので、合計が 100％になら

ない場合があります。また、複数回答では合計で 100％を超えます。 
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【対象者】 

小学 5年生 49.4％（528人）、中学 2年生 50.6％（541人） 

小学生と中学生はほぼ同数でした。また性別の回答欄は設けませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.4％

（528人）

50.6％

（541人）

図1

小学5年生

中学2年生
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【問１】お住いの地域で、"良いところ"（4つまで） 

 

 地域のよいところは、小学生では、【近所に遊べる友達がいる】が 58.１％（307

人）と一番多く、次いで【水害など自然災害が少ない】51.1％（270人）、【コン

ビニやスーパー等が近い】49.6％（262人）、【登下校に見守り活動をしてくれる

人がいる】43.4％（229人）の順でした。 

中学生は【コンビニやスーパーや近い】が一番多く 67.7％（366人）、次いで

【水害など自然災害が少ない】63.4％(343 人)、【近所に遊べる友達がいる】

46.6％（252人）の順でした。 

31.1%(164人)

58.1%(307人)

43.4%(229人)

49.6%(262人)

42.0%(222人)

10.4%(55人)

20.1%(106人)

27.7%(146人)

31.6%(167人)

3.2%(17人)

16.3%(86人)

51.1%(270人)

1.3%(7人)

0.2%(1人)

34.4%(186人)

46.6%(252人)

18.5%(100人)

67.7%(366人)

35.7%(193人)

22.9%(124人)

25.3%(137人)

16.6%(90人)

20.3%(110人)

3.9%(21人)

19.2%(104人)

63.4%(343人)

0.6%(3人)

0.7%(4人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家から学校が近い

近所に遊べる友だちがいる

登下校に見守り活動をしてくれる人がいる

コンビニやスーパーなどが近い

公園、広場や児童館など遊べる場所がある

図書館や市民センターなど勉強てきる場所が

ある

家からバス停や駅が近い

近所の人どうしの仲が良い

祭りや地域の行事やイベントがある

公共施設やバス・電車などのバリアフリーが

進んている

田畑や林などの自然があり、緑が多い

水害など自然災害が少ない

その他

無回答

図2

小学5年生 中学2年生
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【問２】地域で、みんなが安心して暮らせるために必要なこと（複数回答） 

 

小学生と中学生に有意差が見られませんでした。【人の迷惑にならないように

する】が 90％前後と両者とも一番多い回答でした。次いで【困っている人がい

たらお互い助け合う】、【近所の人同士で挨拶や声を掛け合う】が 80％を超えて

いました。他の項目でも 6 割、７割の生徒が必要なことと思っていることが示

されました。 

 

 

 

 

 

 

80.7%(426人)

67.0%(354人)

84.5%(446人)

81.8%(432人)

90.9%(480人)

76.5%(404人)

1.7%(9人)

0.6%(3人)

82.4%(446人)

62.7%(339人)

87.6%(474人)

79.3%(429人)

88.9%(481人)

76.5%(414人)

1.3%(7人)

1.5%(8人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

近所の人どうしてあいさつや声をかけ合う

困っている人がいたら、先生や大人に知らせる

困っている人がいたら、お互いに助け合う

自分でできることは自分でする

人の迷惑になるようなことはしないようにする

地域を良くするために市民が協力し合う

その他

無回答
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【問３】家での生活に中であなたが困っていることや悩んでいることはどんな

ことですか？（自由回答） 

 表現が同じ意味を指しているのをカテゴリー別に 6 つに分けました。小学生

と中学生では困っている内容にはいくつかの項目で有意差がありました。小学

生では、【家族関係】が 31.3％(33人)と高く、中学生では【外的環境】が 35.0％

(49人)と一番高いことが示されました。【個人の悩み】は小学生、中学生ともほ

ぼ 28％で同じでした。また【建物環境】も 21％前後と同じでした。 

 大きな変化をみますと、小学生は【家族関係(親子関係を含む)】は 31.3％（33

人）と最も多く、中学生は 12.9％（18人）と小学生の半分以下でした。逆に【外

的環境】は、中学生は 35.0％(49人)と多く、小学生は 15.1％（16人）と極端に

差が生じました。サブカテゴリ―を見ますと、小学生はきょうだい喧嘩が多く、

中学生は外部の騒音等で勉強の妨げとなるところに困っていると思われます。 

31.3％（33人）

15.1％（16人）

20.8％（22人）

28.3％（30人）

6.6％

（7人）

0.0％

（0人）

図4:小学校５年生

家族関係

外的環境

建物環境

個人の悩み

親子関係

経済的環境

12.9％(18人)

35.0％(49人)

21.4％(30人)

27.9％(39人)

3.6 %(5人)

3.6％(5人)図5:中学２年生

家族関係

外的環境

建物環境

個人の悩み

親子関係

経済的環境
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【問４】ふだんのなやみごとを誰に相談しますか。（複数回答） 

 

 小学生と中学生とも圧倒的に多いのは、【家族】と【友達】でした。小学生は

【家族】74.6％（394人）が最も多く、次いで【友達】72.9％（385人）が多い

回答に対し、中学生では【友達】75.0％（406 人）が最も多く、【家族】は 67.8％

（367人）でした。中学生は親離れが進み、友達に相談する割合が高くなったと

思われます。三番目に【学校の先生】が挙げられており、小学生は 30.9％（163

人）、中学生は 23.3％（126人）でした。他の項目ではそれぞれ少数の中で、中

学生では【習い事や塾の先生】が１割ほどいますが、小学生では【学校の相談員】

が 7.8％（41人）といることがわかりました。 

 

74.6%(394人)

72.9%(385人)

3.0%(16人)

30.9%(163人)

7.8%(41人)

4.9%(26人)

5.1%(27人)

1.3%(7人)

3.4%(18人)

5.9%(31人)

2.3%(12人)

67.8%(367人)

75.0%(406人)

2.0%(11人)

23.3%(126人)

4.8%(26人)

0.4%(2人)

10.5%(57人)

0.2%(1人)

5.2%(28人)

2.0%(11人)

2.6%(14人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族

友達

近所の人

学校の先生

学校の相談員

学童の人

習い事や塾の先生

教育センターの人

相談できる人はいない

その他

無回答
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【問５】 あなたの住みたいまちについて（5つまで） 

 

 

 

73.9%(390人)

24.1%(127人)

55.9%(295人)

30.9%(163人)

30.5%(161人)

34.5%(182人)

35.2%(186人)

31.4%(166人)

47.0%(248人)

36.7%(194人)

21.2%(112人)

26.5%(140人)

29.5%(156人)

3.2%(17人)

0.4%(2人)

73.0%(395人)

19.8%(107人)

58.6%(317人)

25.5%(138人)

28.7%(155人)

22.2%(120人)

21.8%(118人)

24.2%(131人)

36.8%(199人)

41.4%(224人)

37.5%(203人)

32.7%(177人)

48.4%(262人)

2.0%(11人)

1.5%(8人)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

平和なまち

暴力のないまち

安全なまち

緑豊かなまち

笑顔の絶えないまち

障がい者にもやさしいまち

高れい者にもやさしいまち

子どもにもやさしいまち

悪い人のいないまち

危険の少ないまち

交通の便利のまち

遊び場のたくさんあるまち

買い物が便利なまち

その他

無回答
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＜問５について （P7 図 7）＞ 

 小学生 73.9％（390人）、中学生 73.0％（395人）ともに【平和なまち】を一

番に挙げています。【安全なまち】は小学生 55.9％（295 人）、中学生 58.6％

（317 人）と高く、次いで小学生では【悪い人のいないまち】が 47％（248 人）

と高く、中学生では、【買い物が便利なまち】48.4％（262人）と高いことがわ

かりました。【遊び場のたくさんあるまち】を選択すると思っていましたが、小

学生は 26.5％（140 人）と意外と少ない回答でした。外遊びが少ない現状とし

て、スマートフォンやゲーム機による影響が考えられます。【悪い人のいないま

ち】は、小学生は 47.0％（248人）と高い傾向にあります。中学生では、【危険

の少ないまち】が 41.4％(224 人)とやや高い傾向が示されました。小学生と中

学生の目線の違いがみられました。 
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【問６】福祉を色で表すと何色ですか？それはなぜですか？ 

 

・福祉を色で表した場合の小学生と中学生を比較しますと、小学生が中学生より

も多い色は、ピンク（9.8％）、赤（9.2％）、水色（2.8％）、金（1.2％）で

した。中学生が小学生よりも多い色は、橙(17.3％)、白（9.6％）でした。 

小学生、中学生がほぼ同数で表した色を多い順で示すと、緑（小学生 30.2％、

中学生 31.5%）、黄色（小学生 15.0％、中学生 14.8%）となっています。 

・小学生、中学生ともに 10％以上と示した色では、緑、橙、黄色でした。 

・色を選択したイメージでは、やさしい（276）、あたたかい（155）、明るい（133）、

自然（121）、助け合い（64）、平和(55)、安全・安心（45）が多く示されま

した。 

・子どもたちの色イメージに直接反映しているものでは、赤い羽根共同募金(30)、

緑の募金（18）、つるゴン(10)、つるワゴン（２）でした。他には、白い建物

など建物でイメージする子どももいました。 

・これらの結果から、福祉を色で表した根拠では、やさしい（276）、あたたか

い（155）、明るい（133）、自然（121）、助け合い（64）が明らかになりま

した。 

小五, 31

小五, 2

小五, 46

小五, 57

小五, 75

小五, 27
小五, 151

小五, 4

小五, 14

小五, 5

小五, 49

小五, 14

小五, 10

小五, 6

小五, 9

中二, 50

中二, 4

中二, 32

中二, 90

中二, 77

中二, 20

中二, 164

中二, 1

中二, 10

中二, 3

中二, 40

中二, 6

中二, 14

中二, 0

中二, 10
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水色

虹色

金

その他
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小学校5年生 31人 6.2% 2人 0.4% 46人 9.2%

中学校2年生 50人 9.6% 4人 0.8% 32人 6.1%

小学校5年生 57人 11.4% 75人 15.0% 27人 5.4%

中学校2年生 90人 17.3% 77人 14.8% 20人 3.8%

小学校5年生 151人 30.2% 4人 0.8% 14人 2.8%

中学校2年生 164人 31.5% 1人 0.2% 10人 1.9%

小学校5年生 5人 1.0% 49人 9.8% 14人 2.8%

中学校2年生 3人 0.6% 40人 7.7% 6人 1.2%

小学校5年生 10人 2.0% 6人 1.2% 9人 1.8%

中学校2年生 14人 2.7% 0人 0.0% 10人 1.9%

黄緑

緑 青緑 青

紫 ピンク 水色

金 その他虹色

白 黒 赤

橙 黄


